
東京外環道訴訟 提訴４周年集会 

～住宅の真下にトンネルいらない！～ 

2021 年１２月 18 日（土） 

1４時～１６時（開場 13 時 30 分）  

武蔵野芸能劇場小ホール（２階） 
JR中央線三鷹駅北口徒歩１分 

（武蔵野市中町 1ー15ー10）       

 
 

◇報告：外環陥没事故から１年、 

外環道建設が平穏な生活を奪っている 

丸山重威さん（ジャーナリスト、東京外環道訴訟 原告） 

岡田光生さん（東京外環道訴訟 原告）他 
 

◇弁護団報告：訴訟 4 年の振り返りと今後 

弁護士 武内更一さん 遠藤憲一さん 吉田哲也さん 
 

◇原告の話 他 
 

 ２０１７年１２月１８日、大深度地下使用認可の無効確認等を求めて 

東京外環道訴訟を提訴し、４年間で１３回の口頭弁論が行われました。 

２０２０年５月には、気泡シールド工事差止の仮処分を申立てました。 

１２月には事業施行期間延伸差止訴訟（本年５月に取消訴訟に変更）を 

起こしました。 

２０２０年１０月の陥没事故により、「地表への影響がない」という 

大深度法の前提が崩壊し、この事業の危険性が明らかになりました。 

住民の所有権と安心した暮らしを守るために、大深度地下法の違憲性を 

さらに明確にしていきます。ご支援よろしくお願いいたします。 
 

主催：東京外環道訴訟を支える会（問合先；nongaikan2017@gaikan.net） 
(緑風出版 2021.7刊) 

(あけび書房 2018.11刊) 

 武蔵野芸能劇場 


